
4 款 1 項 2 目

20 年度 設定なし

- -
- - - - - - - -
- - - - - -

実施スケジュール
項目 25年度以前 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度以降

62,500 62,500 62,500 62,500 62,500 312,500

向こう5年間の直接事業費の推移

年度
27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 5年間の実績

がん検診受診者総数 人 8679 8700 3761 7312
訪問指導実施者数 人 258 260 98 215
健康教育参加者数 人 1421 1450 506 1006
健康相談利用者数 人 2088 2100 500 1884

項目 単位 25年度実績 26年度予定 9月末の実績 26年度実績

一般財源 55,820 63,607 36,035 63,815

事業活動の実績（活動指標）

財源内訳 地方債 0 0 0 0
その他 17 28 0 14

2,763
県支出金 1,503 1,543 0 1,281

人件費 15,863 19,592 20,521 19,592
国庫支出金 2,517 4,625 0

7,594
補助事業人件費 0 0 0 0

人件費
内訳

人工数 1.95 2.58 2.58 2.58
人件費単価 8,135 7,594 7,954

19,592
合計 0 69,803 36,035 67,873

事業費
直接事業費 43,994 50,211 15,514 48,281
人件費 15,863 19,592 20,521

改善策の
具体的

取り組み

健診事業に関しては、申込方法等、受診者の利便性を高めていきたい。男性の参加者を増やせるように周知
を図りたい。

事業費及び財源内訳
項　　　目 25年度決算 26年度予算 9月末の執行状況 26年度決算

事業の目的

急速な高齢化の進展及び疾病構造の変化に伴い、健康増進の重要性が著しく増大してきていることにかんが
み、健康増進の総合的な推進により、市民の保健の向上を図る。

事業の内容

健康相談、健康教育、訪問指導、健康手帳の交付、高齢者の医療の確保に関する法律によらない基本健診、
大腸・肺・胃・乳・子宮・腹部超音波・前立腺等各種検診、歯周疾患検診、骨粗鬆症検診、肝炎ウイルス検診

改善策の
具体的

取り組み
（当初）

自らの健康づくり活動を推進していくための正しい情報や意識の高揚を図るための周知啓発を継続していきた
い。広報、個人通知等よりわかり易いものにしていきたい。

事業の対象 ２０歳以上の市民

根拠法令等
健康増進法、がん対策基本法、高齢者の医療の確保に関する法律

事業の性格 法定事務
実施期間 【開始年度】 平成 【開始年度】

所管課情報 担当課： 健康増進課 電話番号（内線）： 983-4052
記入者情報 所属長： 室 潤子 担当責任者： 影浦 ひとみ

事務事業名 健康増進事業
予算科目

総合計画での位置付け
福祉の向上と保健・医療の充実〜やすらぎとぬくもりのまちづくり〜
保健・医療の充実

平成26年度事務事業評価シート
該当事業（評価対象外事業は基本情報のみ記載）

一般事務 公共建設事業 評価対象外事業



3二次評価
（所属部長）

一次評価結果のとおり事業継続と判断するが、以下の課題を新たに追加する。

意見、課題
 さらに利用率、受診率の向上に努める。

課題認識

健診が健康づくりの第一歩として市民に定着し、健康づくりに関心を持つ市民が増え、健康寿命の延伸が
図られるよう第２次健康づくり計画に沿って、事業を継続していくことが重要である。

二次評価

B成果向上の可能性 3
施策への貢献度 4

効率性
手段の最適性 3

Cコスト効率

課題認識

健康増進のためには、ライフステージ等個々の生活スタイルに見合った健康づくりの方法を見つけ、継続
した取組みが必要です。個人の健康づくりに対する意識を向上させると共に、地域においても健康づくり
の輪が広がることが大切だと思われます。健康増進事業に参加する全体数を増やすことの難しさはあり
ますが、参加された方の満足度を上げることで、継続した事業の参加に繋げ、知人等への呼びかけに繋
がっていけるのではないかと考えます。

一次評価

一次評価
（所属長）

妥当性
目的の妥当性 4

B

3
受益者負担の適正 3

施策への貢献度 3

市民ニーズへの対応 4
市の関与の妥当性 4

有効性
事業の効果 4

自己評価

自己評価
（担当責任者）

妥当性
目的の妥当性 4

B市民ニーズへの対応 3
市の関与の妥当性 4

効率性
手段の最適性 3

Cコスト効率 3
受益者負担の適正 3

有効性
事業の効果 4

B成果向上の可能性 3

目　　標 11000 12510 12550 0
実　　績 12446 10430 0 0

成果指標

成果指標
健康増進事業の利用者数（健康相談＋健康教育＋訪問指導＋がん検診）を実績指標とする。

指標設定の
考え方

健康増進事業への参加者数の増加は、健康増進活動への意識の向上に繋がる。

区分年度 25年度 26年度 27年度



3
経営者会議の最終判断

事業の方向性
下記の点を見直しの上、継続する。

意見、課題

二次評価の内容を踏まえ見直すこと。

行政評価委員会の答申

外部評価
（行政評価委員会）


